
低学年
はっぴょう　ルーブリック S A B C

はっぴょうのしかた

はっぴょうないよう

じぶんから
はっぴょうできた

①②③の中から1つ
はできた。①②③すべてできた。

①②③すべてできた。
ともだちにつたわるよ
うにくふうした。

はっぴょうのききかた

うなずく、あいてのほう
をみる　など

じぶんでかんがえた
ことをせつめいでき
るようにまとめた。

じぶんから手をあげて
はっぴょうした。

先生にあてられて、
じぶんではっぴょう
した。

先生といっしょに
はっぴょうした。

じぶんから手をあげてはっぴょう
した。ともだちのはっぴょうに、
しつもんやかんそうが言えた。

□③大きなしゅわで
　　はっぴょうした。

□①3のこえで
　　はっぴょうした。

□②ともだちのほうをむいて
　　はっぴょうした。

あいてのほうを見
て、うなずきなが
らきいた。

あいてのほうを見
てきいた。

あいてのほうを見て、うなず
きながらきいた。しつもんや
かんそうをかんがえながらき
けた。

せんせいに言われ
て、あいてのほう
を見た。

まえべんきょうし
たことをつかって
かんがえた。

ともだちのかんがえ
や、先生のヒントを
きいてかんがえた。

①②③の中から2つ
できた。

先生といっしょ
にかんがえた。



中学年
発表用ルーブリック
〈伝わる〉
•�手話
•�音声
•�口形
•�態度
•�目線

〈言葉〉
•�使ってほしい言葉
•�定型文
•�接続詞

〈スライド・図・表〉
•�ノート
•�色づかい
•�見やすさ

A＋友だちの方を見て最後
まで発表することができ
る。

B＋口形を意識できる。 手話か音声をつけて発表
することができる。 伝え方

A＋理由や自分の経験やよ
さにふれながら発表でき
る。

B＋学習した言葉を使って
発表できる。

定型文や接続詞を使って発
表することができる。

A＋図や表を用いる。 最後まで正しく書くこと
ができる。

先生と一緒に最後まで書
くことができる。

ことば

書き方

算数・理科BAS



高学年
発表用ルーブリック

内容 自分の考えをもっ
て。

ヒントや他者の意見
を参考に。

コミュニケー
ション手段

自分の得意なコ
ミュニケーション
モードを使って。

教師の手助けを
受けながら。

表現 自分なりの言葉で。教科の用語に近し
い言葉を使って。

言葉以外の方法を
使って。

聞き方

文章構成

S ◎
趣旨に沿っている。

A ○ B ○ C ・

自分の考えを
もって。

相手に注目しな
がら。

教師の促しを受
けながら。

定型文のモ
デルに沿っ
て。

教師と一緒
に。

趣旨に沿っている。
理由を付けて。

教科の用語を
使って。

音声と手話を
使って。
相手を意識して。

音声と手話
を使って。

あいづちをうち
ながら。



重複

理由を伴わ
せて気持ち
を伝えた。

掲示してある定
型文を見なが
ら、発表した。

教師の支援を受
けながら、教師
と一緒に発表し
た。

定型文を覚
えて、発表
した。

気持ちの
カードを選
択した。

気持ちを言
葉で伝え
た。

教師と一緒に気
持ちのカードを
選択した。

発表者というこ
とがわかり、前
に出てカードを
提示した。

話者が話して
いる間、ずっ
と見ていた。

少しの間話
者を見た。

教師に促さ
れて話者を
見た。

話者の話を
頷きながら
聞いた。

質問に対して、
手をあげたり、
反応したりし
た。

教師と一緒
に、手を上
げた。

質問に対し
て、答えよ
うとした。

質問に合った
返答をした。

S BA

定型文を使
用した発表
をする。

自分のきも
ちを発表す
る。

質問に答え
る。

話者に注目
する。

C


